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春を告げる祭りばやし
４月４日、各地区で春祭りが行われ、内海地区では
山車が街中を練り歩き、からくり人形や馬

ま

柄
め

杓
しゃく

など
が奉納され、観衆から拍手が送られていました。
（馬場区：左上、中之郷区馬柄杓：右上、岡部区：
左下、吹越区：右下）
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本
町
は
三
方
を
海
に
囲
ま
れ
た
知
多
半
島
の

最
南
端
に
位
置
し
、
里
山
、
農
地
、
海
岸
等
に

よ
る
豊
か
な
自
然
環
境
や
歴
史
・
文
化
等
が
保

全
・
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
特
性
を

生
か
し
、
農
漁
業
（
食
）
や
観
光
な
ど
の
営
み

が
行
わ
れ
る
な
ど
、
地
域
の
資
源
を
有
効
に
活

用
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
南
知
多
町
の
持
つ
特
性
を
町
民
と
行

政
が
協
働
で
磨
き
あ
げ
な
が
ら
、
最
大
限
の
力

を
発
揮
す
る
自
立
を
を
め
ざ
し
た
ま
ち
に
し
て

い
く
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
を
次
の

よ
う
に
設
定
し
て
い
ま
す
。

基
本
理
念
に
基
づ
く
10
年
後
の
ま
ち
の
姿
や

基
本
構
想
の
推
進
に
向
け
た
将
来
イ
メ
ー
ジ
を
、

住
民
意
識
調
査
の
結
果
等
を
踏
ま
え
て
次
の
よ

う
に
設
定
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
人
口
の
減
少
が
続
く
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
が
、
出
生
率
の
向
上
、
良
好
な
住
宅
地

の
確
保
、
就
業
の
場
の
確
保
、
教
育
環
境
の
充

実
な
ど
に
よ
る
町
民
の
定
着
、
空
き
家
等
の
有

効
活
用
に
よ
る
定
住
促
進
な
ど
を
図
り
な
が
ら
、

人
口
減
少
の
進
行
を
緩
和
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

将
来
人
口
を
１
９，

０
０
０
人
と
設
定
し
て
い

ま
す
。

町
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
、
各
地
区
が

自
立
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
で
き
る
よ
う
に

す
る
と
と
も
に
、
自
然
保
全
と
産
業
振
興
と
の

調
和
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た

交
流
の
展
開
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
土
地
利
用

を
設
定
し
て
い
ま
す
。

平
成
22
年
度
か
ら
平
成
32
年
度
ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
な
る

「
第
６
次
南
知
多
町
総
合
計
画
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画

は
平
成
20
〜
21
年
度
の
２
年
間
を
か
け
策
定
作
業
を
進
め
、
総
合
計
画

審
議
会
の
答
申
を
受
け
、
本
年
３
月
の
町
議
会
に
お
い
て
議
決
さ
れ

ま
し
た
。

人口の推移
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住
民
の
生
活
や
地
域
経
済
を
支
え
る
た
め
、

良
好
な
市
街
地
整
備
や
道
路
・
交
通
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
よ
り
快
適
な

暮
ら
し
を
実
現
す
る
た
め
の
生
活
基
盤
の
整
備

を
進
め
、
住
み
よ
い
暮
ら
し
を
支
え
る
ま
ち
づ

く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

身
近
な
自
然
環
境
を
保
全
し
つ
つ
、
ご
み
の

減
量
や
分
別
収
集
に
よ
る
資
源
の
有
効
利
用
と

環
境
美
化
の
推
進
に
よ
り
、
環
境
に
負
荷
を
与

え
ず
、
誰
も
が
快
適
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
よ
う

に
、
公
園
・
緑
地
の
整
備
、
災
害
対
策
や
交
通

安
全
・
防
犯
対
策
の
強
化
に
努
め
る
な
ど
、
快

適
で
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

少
子
高
齢
社
会
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、
保

健
、
医
療
、
福
祉
を
強
化
し
、
生
涯
を
通
じ
て

健
康
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
く
と
と
も
に
、地
域
で
互
い
に
助
け
合
い
、

支
え
あ
う
福
祉
社
会
の
実
現
に
向
け
た
い
き
い

き
と
暮
ら
せ
る
健
康
・
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を

め
ざ
し
ま
す
。

農
業
、
水
産
業
、
商
工
業
、
観
光
の
振
興
を

図
る
と
と
も
に
、
各
産
業
間
の
連
携
を
強
化
、

付
加
価
値
の
向
上
な
ど
、
地
域
の
特
色
や
資
源

を
生
か
し
た
活
力
あ
ふ
れ
る
地
域
産
業
の
振
興

や
新
た
な
産
業
の
創
出
を
図
る
な
ど
、
活
力
を

と
も
に
生
み
だ
す
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
主
体
的
に
活
動
で
き
る
学
校

づ
く
り
と
、
生
涯
学
習
・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
・
家

庭
教
育
力
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
町
の

伝
統
・
文
化
の
大
切
さ
を
伝
え
る
こ
と
に
よ
り
、

南
知
多
町
に
愛
着
と
誇
り
を
持
て
る
次
代
を
担

う
人
材
や
、
心
豊
か
な
人
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

を
め
ざ
し
ま
す
。

住
民
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
促
進
や
住
民
の
自
主
的

な
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
、
交
流
活
動
の
充

実
な
ど
、
住
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

基
本
構
想
の
期
間
中
に
取
り
組
む
施
策
の
う

ち
、
特
に
重
点
的
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、

基
本
構
想
に
掲
げ
る
将
来
イ
メ
ー
ジ
「
人
と
自

然
！
　
み
ん
な
の
汗
で
光
る
ま
ち
」
を
実
現
す

る
上
で
原
動
力
と
な
る
施
策
・
事
業
を
重
点
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

①
良
質
な
住
宅
地
の
供
給

②
定
住
促
進
に
向
け
た
空
き
家
等
の
有
効
活
用

③
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
公
共
交
通
の
整
備

①
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

②
高
齢
者
の
健
康
と
生
き
が
い
づ
く
り

①
地
域
産
業
の
活
性
化
に
よ
る
雇
用
の
場
の
確

保
②
新
た
な
観
光
交
流
の
推
進

①
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

計
画
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
（
概
要
書
）

は
９
月
ご
ろ
配
布
予
定
で
す
。

詳
し
い
内
容
が
書
か
れ
た
総
合
計
画
書

の
印
刷
は
、
今
夏
の
完
成
予
定
で
、
同
時

に
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
も
作
成
し
ま
す
。

こ
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
は
、
全
戸
配
布

の
予
定
で
す
。

企

画

情

報

課
（
内
線
３
３
２
）
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趣
　
　
旨

本
事
業
は
、
地
域
が
持
つ
特
性
や

伝
統
な
ど
を
活
か
し
た
魅
力
あ
る
地

域
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
地
域

の
振
興
策
を
地
域
住
民
が
自
主
的
に

考
え
実
践
す
る
事
業
に
対
し
て
支
援

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

補

助

額

事
業
経
費
の
２
分
の
１
以
内
で
、

一
事
業
の
限
度
額
100
万
円
（
イ
ベ
ン

ト
の
運
営
費
等
ソ
フ
ト
事
業
の
場
合

は
20
万
円
）

補
助
対
象
事
業

営
利
を
目
的
と
せ
ず
、
不
特
定
か

つ
多
数
の
者
の
利
益
の
増
進
に
寄
与

す
る
次
に
掲
げ
る
事
業
で
公
益
性
の

高
い
事
業
。
一
時
的
な
事
業
で
終
わ

る
こ
と
な
く
、
永
続
的
な
取
り
組
み

に
発
展
で
き
る
事
業
で
あ
る
こ
と
。

(1)
地
域
振
興
事
業

地
域
の
活
性
化
と
住
み
よ
い
環

境
づ
く
り
に
関
連
す
る
活
動

(2)
地
域
づ
く
り
活
動
等
奨
励
事
業

産
業
の
振
興
に
関
連
す
る
活
動

（
地
域
お
こ
し
、
特
産
品
開
発
、
交

流
イ
ベ
ン
ト
等
）

(3)
地
域
文
化
伝
承
等
奨
励
事
業

地
域
文
化
の
保
存
伝
承
お
よ
び

他
地
域
と
の
文
化
交
流
に
関
す
る

事
業

※
い
ず
れ
の
事
業
も
す
で
に
町
か

ら
補
助
を
受
け
て
い
る
も
の
で
は

な
く
、
新
た
に
実
施
し
、
地
域
の

発
展
に
貢
献
で
き
る
も
の

補
助
対
象
団
体

町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
者
10
人
以

上
で
結
成
さ
れ
た
団
体

申
請
方
法

所
定
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
役
場
企
画
情
報
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
申
請
書
は
役
場
企
画
情
報
課
お
よ

び
各
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
置
い
て

あ
り
ま
す
。
ま
た
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

申
請
期
間

７
月
30
日（
金
）ま
で

選
考
方
法

申
請
期
間
終
了
後
、
南
知
多
町
地

域
振
興
等
支
援
事
業
審
議
会
に
よ
り

申
請
書
の
内
容
等
を
審
査
し
、
採
択
、

不
採
択
に
か
か
わ
ら
ず
、
審
査
結
果

を
申
請
者
に
通
知
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

企
画
情
報
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

（
内
線
３
３
１
・
３
３
５
）

昨年につづき、内海・山海地区の祭ばやしのイベン
トとして“白砂まつり”が開催されます。
内海・山海地区で各々継承されている祭ばやしを一

堂に集めて、ステージで披露します。また、岡部地区
のからくり人形の披露や知多半島和太鼓こころ会の演
技も予定しています。
会場内では、各地区有志のみなさんによる屋台も盛

りだくさん出店されます。祭ばやしを聞きながらいろ
いろな屋台を楽しんでみてはいかがでしょうか。みなさんのご参加、ご来場をお待ちしています。

第１回白砂まつり（平成21年５月10日開催）の様子
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就
職
、
退
職
、
進
学
の
シ
ー
ズ
ン

を
迎
え
ま
し
た
が
、
国
民
年
金
の
届

出
は
お
済
み
で
す
か
。

年
金
制
度
は
、
就
職
、
退
職
に
伴

っ
て
加
入
先
が
変
わ
り
、
そ
の
都
度

届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

届
出
を
し
な
か
っ
た
た
め
に
、
将

来
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
届
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。
主
な
事
例
は
次

の
と
お
り
で
す
。

厚
生
年
金
の
加
入
者
で
あ
る
会
社

員
は
、
国
民
年
金
の
第
２
号
被
保
険

者
で
も
あ
り
、
会
社
を
退
職
さ
れ
る

と
厚
生
年
金
は
自
動
的
に
資
格
喪
失

と
な
り
ま
す
が
、
60
歳
未
満
の
方
は

引
続
き
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
第
１
号
被
保
険
者

と
し
て
の
資
格
取
得
の
手
続
き
が
必

要
で
す
。

会
社
員
に
扶
養
さ
れ
る
妻
（
夫
）

は
第
３
号
被
保
険
者
で
す
が
、
会
社

員
の
退
職
に
よ
り
、
妻
（
夫
）
は
第

１
号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
の
で
、

変
更
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

事
例
の
場
合
は
、
役
場
住
民
課
国

保
年
金
係
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

国

民

年

金

だ
よ
り

住

民

課

(

内
線
１
１
８)

届
出
を
忘
れ
ず
に
！

会
社
を
退
職
し
た
場
合

退
職
さ
れ
た
方
の
扶
養
と
な
っ
て

い
る
妻（
夫
）の
場
合

◆国民年金の保険料◆�

４月分　５月31日(月)まで

口座振替をご利用の方は、指定された金融
機関の口座から引き落としいたしますので預
金残高の確認をお願いします。

たよりにしてます　国民年金

平
成
22
年
４
月
よ
り
、
お
勤
め
さ

れ
て
い
た
会
社
等
を
や
む
を
え
ず
離

職
さ
れ
た
方
（
非
自
発
的
失
業
者
）

に
対
し
て
、
国
保
税
や
高
額
療
養
費

の
所
得
区
分
に
つ
い
て
軽
減
さ
れ
ま

す
。
次
に
該
当
さ
れ
る
方
は
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

平
成
21
年
３
月
31
日
以
降
に
会
社

等
を
や
む
を
え
ず
離
職
さ
れ
た
65
歳

未
満
の
方
で
、
雇
用
保
険
受
給
資
格

者
証
の
離
職
理
由
欄
コ
ー
ド
が
次
に

該
当
さ
れ
る
方
。

①
離
職
理
由
コ
ー
ド
　
11
・
12
・

21
・
22
・
31
・
32
（
特
定
受
給

資
格
者
）

②
離
職
理
由
コ
ー
ド
　
23
・
33
・

34
（
特
定
理
由
離
職
者
）

●
軽
減
内
容

非
自
発
的
失
業
者
の
給
与
所
得
を

100
分
の
30
に
し
て
、
国
保
税
を
算
定
、

か
つ
高
額
療
養
費
の
所
得
区
分
を
判

定●
軽
減
期
間

離
職
日
の
翌
日
の
属
す
る
月
か
ら
、

そ
の
月
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
末

ま
で
（
た
だ
し
、
平
成
22
年
４
月
か

ら
で
す
。）

●
申
請
方
法

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
・
印
鑑

を
ご
持
参
の
上
、
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。（
す
で
に
国
保
加
入
者
の
方
は
、

被
保
険
者
証
も
ご
持
参
く
だ
さ
い
。）

●
問
い
合
わ
せ

住
民
課
国
保
年
金
係
（
内
線
１
１
７
）

税
務
課
住
民
税
係
（
内
線
１
４
５
）

倒
産
・
解
雇
な
ど
に
よ
る
離
職
で
国
保
加
入
さ
れ
た
方
へ

国�

保�
ニ
ュ
ー
ス�

元
南
知
多
町
議
会
議
員
の
榎
戸
清
さ
ん

（
79
）＝
大
井
字
江
崎
＝
は
平
成
22
年
２
月
１

日
死
亡
叙
勲
で
旭
日
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま

し
た
。

榎
戸
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
り
本
町
議
会

議
員
と
し
て
町
の
発
展
と
地
方
自
治
の
進
展

に
貢
献
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
受
章
さ
れ
た
も

の
で
す
。

故

榎

戸

　

清
さ
ん

（
大
　
井
）

叙
勲
　
旭
日
単
光
章

◆
阿
久
比
町
リ
レ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル

（
３
／
13
・
阿
久
比
町
教
育
委
員
会

主
催
・
阿
久
比
ス
ポ
ー
ツ
村
）

●
６
年
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ

（
59
ｍ
03
㎝
）

優
　
勝
　
大
岩
玄
弥

●
５
年
男
子
４
×
１
０
０
ｍ

（
59
秒
05
）

優
　
勝
　
大
川
詔
平
・
齋
藤
脩
兵

山
本
海
成
・
久
富
敦
仁

●
５
年
女
子
１
０
０
ｍ

（
14
秒
04
）

優
　
勝
　
石
山
美
裕

ス
ポ
ー
ツ
大
会
結
果
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第４次町行政改革基本方針３つの視点

１．行財政運営の簡素効率化　２．町民との協働による行政運営　３．行政体制の整備と基盤の強化

推進効果額　1,056,889千円　（実質効果額　794,579千円）
※実質効果額 ： 支所、保育所の人件費削減分が、「職員定数の適正管理」効果額の中に含まれているため、

その重複計上分の額を差し引いた額です。

推 進 状 況 及 び 効 果推　進　内　容主 要 事 項 （ 項 目 ）

1

行

財

政

運

営

の

簡

素

効

率

化

篠島・日間賀島支所の廃止①(1)事務事業の整理合理化

公共施設管理の民間委託①(2)民間委託等の推進

補助金の整理合理化①(3)補助金の整理合理化

公共事業等の受益者負担①

(4)受益と負担の適正化

公共料金（使用料・手数
料・占用料）の適正化

②

(5)自主財源の確保

町有財産の有効利用と未利
用地の処分

①

(6)公共施設等の適正配置

町税等の収納率向上②

入湯税の課税客体（施設等）
の見直し

③

新税（町税）導入の研究④

①

②

保育所の統廃合の実施（公
立７保育所⇒５保育所）

小中学校の統廃合と有効利
用

役場篠島支所と日間賀島支所を廃止し、両支所とも平
成17年４月よりサービスセンターに移行しました。
（人件費：57,742千円削減）

平成17年９月26日に「公の施設の指定管理者の指定の
手続等に関する条例」を制定し、平成18年度より指定
管理者制度を導入しました。（町内7施設を指定管理者
へ委託）

補助対象経費133件を見直し、補助率の引き下げ（平成
18年度以降／各年16年度比平均 6.67％減）により補助
額の削減を図りました。（82,631千円削減）

公共事業（漁業・港湾・一般土木事業等）について、
受益地区の理解と協力を得ながら事業の地元施工や寄
附金などにより経費の削減を図りました。
（6,057千円削減）

ゴミ処理の有料化・減量化について検討をしましたが、
厳しい経済状況の中で、新たな負担となる有料化や手
数料の改定については見送ることとしました。

使用料条例を一部改正し、平成18年４月から学校開放
施設や町民会館のグランドの早朝使用料を追加しまし
た。

町有財産の売却、普通財産の有償貸付を行い、自主財
源の確保に努めました。（89,555千円収入増）

平日、納税が困難な方のために、休日収納窓口の開設
や夜間徴収を実施し、収納率の向上を図りました。

日帰り客に対する課税免除ができる規定（昭和53年ス
ーパー銭湯通達）により課税を見送ることとしました。

遊漁税の導入を検討しましたが利用者離れによる漁業・
観光への影響が懸念され、導入は時期尚早と判断しま
した。

平成16年度末に豊浦保育所を休園とし、山海保育所を
廃止しました。
（254,000千円削減／内人件費：204,568千円）

町教育委員会が平成18年２月に策定した「学校統廃合
の基本構想」に基づき、耐震対策と併せて町内２校の
小学校を閉校とし、別の小学校２校へ統合しました。
豊丘小学校（閉校）→豊浜小学校　H20.４.１統合
山海小学校（閉校）→内海小学校　H21.４.１統合
また、跡地については、社会教育施設及び社会体育施
設として利用しています。（8,747千円削減）

22.05.1・15-806-CTP用  10.4.22 2:33 PM  ページ 6



7 H22.５.1・15

町行政改革推進委員会委員（10名）

間　　瀬　　　　　巖
山　　下　　三 千 男
松　　本　　　　　保
坂　　口　　和　　弥
鈴　　木　　利　　勝
前　　田　　　　　隆
石　　黒　　兼　　幸
渡　　辺　　幸　　一
石　　黒　　真 須 美
橋　　本　　久 美 子

（敬称略）

町では、平成16年度から平成20年度までの５年間、第４
次町行政改革を進めてきました。
平成22年３月23日、町内各界代表10名で構成する町行政

改革推進委員会が開催され、町行政改革推進本部から５年間
の改革実績が報告されました。
その内容についてお知らせします。

推 進 状 況 及 び 効 果推　進　内　容主 要 事 項 （ 項 目 ）

2

3

町

民

と

の

協

働

に

よ

る

行

政

運

営

行

政

体

制

の

整

備

と

基

盤

の

強

化

パブリックコメント制度の
導入の検討

①(1)住民協働の推進

男女共同参画社会の実現①(2)男女共同参画の推進

NPOとの協働①

(3)町民、民間事業者、公

(1)的団体、行政の役割分

(1)担

職員の意識改革とボランテ
ィアとの協働

②

(1)組織・機構の活性化と

(1)再編成

自主防災組織の設立支援と
育成

③

(2)定員管理の適正化

庁内組織の再編成①

(3)職員の資質向上と能力

(1)開発

(4)広域行政の推進

職員定数の適正管理①

給与の適正化②

研修制度の充実①

① 広域行政の推進

町の重要な政策の形成段階においてその内容を公表し、
広く町民等から意見を求め、有益な意見等を考慮して
意思決定していく制度の導入を検討しました。要綱案
の作成と２件の試行を実施しました。

町の付属機関への女性の登用を推進するとともに、啓
発事業や職員の意識改革を図るための研修会を実施し
ました。

「ＮＰＯ南知多環境浄化ふるさと創生の会」へＥＭ活性
液の製造と河川投入を委託し、ＮＰＯとの協働を図り
ました。（872千円削減）

ボランティアとの協働を進めるために職員研修を実施
し、意識改革を図るとともに、観光ボランティアガイ
ド、産業まつり清掃ボランティアなどとの協働の実践
を図りました。

毎年４月の区長全体会で自主防災組織づくりを促し、
８団体が結成（平成20年度末）されました。

簡素で効率的な組織とするため、平成18年度に介護予
防事業への対応など厚生部の２課４係を再編し、19年
度には収入役を廃止して会計管理者（部長職）に変更、
また20年度には主任専門員を設置しました。

定員管理の適正化を進め、人件費の削減を図るため、
計画削減数の20人を上回る25人の職員を減らしました。
（463,081千円削減）
＊職員数（H15年度末）235人→（H20.４.１）210人

給与の適正化を図り、また人件費を削減するため、特
別職の給料の減額や職員手当の減額（期末手当、管理
職手当、地域手当)を実施しました。(94,204千円削減)

職員の資質向上と能力開発を図るため、職場研修（救
急法、健康管理研修、情報セキュリティ研修等）や派
遣研修（アカデミー研修、自治研修所研修、県町村会
研修等）を実施しました。

広域的な連携による効率的な行政を進展していくため
に、ごみ処理の広域化の検討（H22.４.１知多南部広域
環境組合を設立）、消防通信指令業務の共同運用につ
いて検討しました（H24年度の共同運用を目指す）。
また、美浜町との合併協議を進めましたが、住民投票
により合併協議会を解散（H17.３.31）し、合併は実現
しませんでした。

企画情報課 （内線３３２）
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ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
の
に
最
適
な
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
は
、
心
と
か
ら
だ
の
栄
養
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
で
流
す

汗
、
運
動
後
の
爽
快
感
、
友
だ
ち
や
仲
間
と
の
交
流
も
楽
し
み
で

す
。
も
ち
ろ
ん
日
ご
ろ
の
ス
ト
レ
ス
の
解
消
に
も
、
効
果
が
あ
り

ま
す
。

一
人
で
は
な
か
な
か
長
続
き
は
し
ま
せ
ん
。
友
だ
ち
や
家
族
を

誘
っ
て
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
で
き
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
ジ
ョ
ギ

ン
グ
や
体
操
を
す
る
の
も
い
い
し
、

卓
球
や
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
楽
し
く

プ
レ
ー
す
る
の
も
よ
い
方
法
で
す
。

町
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
、
大
会
の

５
月
か
ら
９
月
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
次
の
と
お
り
で
す
。
お
誘

い
合
わ
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
詳
細
は
チ
ラ
シ
や
広
報
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
）

■
ス
ポ
ー
ツ
教
室

教
　
室
　
名

開
催
予
定
日

会
　
場

内
　
　
　
容

対
　
象

定
員

講
　
　
師

日
　
　
　
時

会
　
　
場

内
　
　
　
　
容

対
　
　
　
象

定
員

■
町
総
合
体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
（
指
導
・
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

器
具
取
り
扱
い

講
習
会

水
曜
日

午
後
７
時
30
分
〜

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
を
利
用
す

る
方
の
た
め
の
講
習
で
す
。

終
了
者
に
登
録
証
を
交
付
。

15
歳
（
高
校
生
）
以
上

※
要
予
約

各７名

■
町
総
合
体
育
館
メ
イ
ン
・
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
無
料
開
放

毎

週

土

曜

日

メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

無
料
で
個
人
利
用
が
で
き
ま
す
。

(

卓
球
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
等
用
具
貸
出)

※
予
約
状
況
に
よ
っ
て
は
利
用
出
来
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

小
中
学
生
と
保
護
者

楽
し
く
運
動
！

親
子
体
育
教
室

５
／
８
(土)
・
15
(土)

６
／
22
(土)
・
29
(土)

６
／
５
(土)

町
総
合
体
育
館

親
子
で
楽
し
く
運
動
。

マ
ッ
ト
、
と
び
箱
な

ど
を
親
子
で
実
習
。

日
比
和
代
さ
ん

親
子

20組

ミ
ニ
テ
ニ
ス教

室

６
月
〜
８
月

町
総
合
体
育
館

篠
島
小
学
校

日
間
賀
小
学
校

ミ
ニ
テ
ニ
ス
の
実
習

体
育
指
導
委
員

小
学
生
以
上

100人

夏
休
み
小
学
生

水
泳
教
室

８
月
〜

師
崎
小
学
校

プ
ー
ル

泳
げ
な
い
子
が
対
象

の
水
泳
教
室
で
す
。

知
多
水
泳
指
導

研
究
会
指
導
員

泳
力
５
m
以

下
の
小
学
生

４
〜
６
年
生

30人

体
力
テ
ス
ト
会

７
月
〜
10
月

町
総
合
体
育
館

篠
島
小
学
校

日
間
賀
小
学
校

体
力
を
調
べ
、
今
後

の
参
考
に

体
育
指
導
委
員

体
育
指
導
委
員

一
般
成
人

90人

ス
ポ
ー
ツ
体
験
事
業

エ
ン
ジ
ョ
イ
ク
ラ
ブ

５
月
〜
２
月

町
内
６
小
学
校

６
会
場

ミ
ニ
テ
ニ
ス
・
ド
ッ

ジ
ビ
ー
な
ど
の
ニ
ュ

ー
ス
ポ
ー
ツ
実
習

小
学
生
以
上

450人
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※
詳
細
は
各
連
盟
・
協
会
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
ス
ポ
ー
ツ
大
会
日
程
（
５
〜
９
月
）

大
　
　
　
　
　
会
　
　
　
　
　
名

会
　
　
　
　
場

日

月５ ４６８９

町
民
会
館

町
総
合
体
育
館

運
動
公
園

町
総
合
体
育
館

〃

運
動
公
園

町
総
合
体
育
館

〃〃〃

運
動
公
園

町
民
会
館

町
総
合
体
育
館

町
民
会
館

町
総
合
体
育
館

第
12
回
社
会
人
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
大
会

第
28
回
少
年
剣
道
大
会

第
19
回
春
季
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

第
29
回
相
撲
大
会

第
25
回
春
季
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

第
38
回
春
季
テ
ニ
ス
大
会

第
82
回
春
季
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
（
マ
マ
さ
ん
の
部
）

第
82
回
春
季
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
（
男
子
の
部
）

第
７
回
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

第
18
回
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

第
26
回
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

第
34
回
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会

第
37
回
柔
道
大
会

第
63
回
秋
季
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

第
９
回
ミ
ニ
テ
ニ
ス
大
会

４
月
〜
11
月

９
(日)
〜

23
(日)
〜

30
(日)
〜

６
(日)
〜

12
(土)
〜

20
(日)
〜

26
(土)
〜

27
(日)
〜

７
(土)
〜

８
(日)
〜

４
(土)
〜

５
(日)
〜

５
(日)
〜

19
(日)
〜

問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
課
q
６
５
‐
２
８
８
０

と　き ５月16日（日）
午前10時～午後２時30分

ところ 町総合体育館
サブアリーナ

内　容 舞踊・民謡・詩吟・詩舞・箏曲
太鼓・カラオケの発表

主　催 南知多町文化協会

当日は、師崎方面はバスの送迎をいたします。
詳しくは町文化協会事務局までお尋ねください。
q ６５－２４７４　(町公民館内)

と　き ５月８日（土）
午前９時30分～午後４時

５月９日（日）
午前９時30分～午後３時

ところ 山海公民館
内　容 クレマチス・食虫植物の展示

クレマチス栽培のアドバイス
会員の育てた苗の即売

主　催 南知多町文化協会　園芸部
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10H22.５.1・15

豊浜まちづくり会・・・・・・・平成19年11月設立　代表　相 川 靖 朗
日間賀島まちづくり協議会・・・平成19年11月設立　代表　鈴 川 和 彦
大井まちづくり協議会・・・・・平成21年７月設立　代表　兼 井 照 也

豊浜まちづくり会

平成21年４月18日
第２回おいなぁ市開催
オリジナル海鮮丼販売
漁船クルーズ実施

平成21年10月17日・18日
第４回日中韓観光大臣会合記念
観光・物産展に出展

平成21年11月７日・８日
豊浜太鼓打ち着物展開催

平成21年11月21日
第３回おいなぁ市開催
漁船直送セリ市実施

平成22年３月９日
愛知県観光交流サミット in 知多半島　参加

日間賀島まちづくり協議会

平成21年６月27日
日間賀島とことこマップ（タイル壁画）設置

平成21年９月17日
日間賀島子育て支援センター
「ちびっこひろば」開設
平成21年度　延べ利用者　1,492人

大井まちづくり協議会

平成22年１月19日
大井のまちづくり勉強会開催
講演「防犯対策です」
半田警察署大井駐在所勤務　渥美雅之　氏
落語「地震対策です」
半田大衆演芸くらぶ　　槍田家志与朝　氏

町
農
村
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
は
、

地
産
地
消
の
普
及
推
進
を
図
る
た
め

毎
年
加
工
品
講
座
を
開
催
し
て
い
ま

す
。地

元
で
と
れ
た
安
全
・
安
心
な
農

畜
産
物
を
利
用
し
て
、
食
品
加
工
を

体
験
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

日
時
・
メ
ニ
ュ
ー

第
１
回
　
６
月
２
日（
水
）

コ
ロ
ッ
ケ
（
ハ
ム
、
ひ
じ
き
）、

ヨ
ー
グ
ル
ト
コ
ー
ル
ス
ロ
ー
、

豆
腐
だ
ん
ご
（
ず
ん
だ
だ
ん
ご
）、

飲
む
ヨ
ー
グ
ル
ト
（
梅
酒
風
味
）

第
２
回
　
11
月
10
日（
水
）

洋
風
が
ん
も
ど
き
、

米
粉
ド
ー
ナ
ッ
ツ
、

み
か
ん
の
プ
チ
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ

各
回
と
も
午
後
１
時
〜
４
時

場
所

保
健
セ
ン
タ
ー
栄
養
指
導
室

兼
実
習
室（
２
階
）

募
集
期
限
・
募
集
人
員

５
月
20
日（
木
）ま
で
、
先
着
20
人

教
材
費

３
千
円
（
２
回
分
）

欠
席
し
て
も
返
金
で
き
ま
せ
ん
。

準
備
す
る
も
の

エ
プ
ロ
ン
な
ど

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

町
農
村
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
代
表

平
山
春
美

q
６
５
‐
０
１
７
２

農
業
水
産
課

(

内
線
２
５
２)
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11 H22.５.1・15

吹
き
廻
る
風
白
木

は

く

蓮れ
ん

に
及
び
け
り

岸
田
　
重
夫

荒
磯

あ
り
そ

波な
み

黄
砂
の
中
に
吠
え
て
居
り

相
川
　
成
三

雲
の
影
し
ば
ら
く
あ
り
て
春
寒
し

小
島
　
祝
代

荒
磯

あ
り
そ

波な
み

椰
子
は
大
揺
れ
黄
砂
降
る

相
川
三
重
子

半
島
に
い
よ
い
よ
黄
砂
深
ま
り
ぬ

森
下
　
敦
子

囀さ
え
ずり
て
枝
か
ら
枝
へ
遊
び
ゐ
し

吉
村
　
明
子

汐

俳

句

会

趣趣
味味
のの
文文
芸芸俳

句

裁
判
所
で
は
、
５
月
３
日
の
憲
法
記
念
日
を
中

心
と
し
た
５
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
を
憲
法
週
間

と
定
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
憲
法
の
精
神
や
国

民
生
活
に
お
け
る
裁
判
所
の
役
割
を
国
民
の
皆
さ

ん
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
す
る
も

の
で
す
。

各
地
の
裁
判
所
で
は
、
例
年
こ
の
時
期
に
、
法

廷
等
見
学
ツ
ア
ー
や
各
種
説
明
会
な
ど
の
催
し
を

積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
興
味
の
あ
る

方
は
、
最
寄
り
の
裁
判
所
の
総
務
課
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
各
種
行
事
へ
の
参
加
を
き
っ
か

け
と
し
て
、
裁
判
所
を
よ
り
身
近
に
感
じ
、
裁
判

所
や
裁
判
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

ま
た
、
裁
判
所
は
、
国
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て

裁
判
が
よ
り
利
用
し
や
す
く
分
か
り
や
す
い
も
の

と
な
る
よ
う
に
、
日
ご
ろ
か
ら
幅
広
い
広
報
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
裁
判
例
情
報
、
司
法
統
計
、

見
学
・
傍
聴
案
内
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
情
報
に

つ
い
て
は
、
裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（http://w
w
w
.courts.go.jp/

）
で
、

裁
判
員
制
度
の
詳
し
い
情
報
に
つ
い
て
は
、
裁
判

員
制
度
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（http://w
w
w
.saibanin.courts.go.jp/

）で
、

そ
れ
ぞ
れ
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
、
ア
ク

セ
ス
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

募集人数　50人（両島を除く）
報酬金額　国の基準によります。
申込締切 ５月21日（金）
応募方法
役場企画情報課、各サービスセンター、総合
体育館にある申込用紙（ホームページからも
ダウンロードできます）に必要事項を記入の
上、役場企画情報課まで提出してください。
（ＦＡＸ・メール可）
※応募者多数の場合は、調査区等を基に選考さ
せていただき、応募者全員が調査に従事でき
ない場合がありますので、ご了承ください。

※希望調査区にならない場合があります。
※今回の募集は登録調査員等による確保ができ
なかった調査区の調査員募集です。

申し込み・問い合わせ
役場企画情報課　
q６５－０７１１（内線３３２）
ＦＡＸ６５－２６８５
メール　kikaku@town.minamichita.lg.jp

国勢調査は５年に一度、10月１日を調査日と
して全国一斉に行われます。国勢調査は、日本
に住むすべての人が対象となる、人口や世帯に
ついての基本的な調査です。

募集要項

応募資格
町内に在住の20歳以上で健康な方

仕事内容
各家庭を訪問し、調査票を配布・回収する。
調査区要図と名簿の作成等。（調査予定数は
１調査員あたり２調査区約100世帯を予定。
１調査区の場合もあります。）

※今回の調査は全世帯封入提出のため、調査員
の方の書類審査はありません。
調査期間
９月23日（木）～10月24日（日）です。

※ご自分で計画を立て、時間を有効に利用する
こともできます。
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みんなで仲良く遊ぼうね
４月5日、かるも保育所で入園の日のつど

いが行われ、かわいい園児が入園しました。
園児は「おはようございます」と大きな声

であいさつし、牛田所長が「元気に通園して
ください」とお願いすると「はーい」と答え
ていました。担任紹介に続いて、先生から名
前を呼ばれると「はーい」と元気に返事し、
最後にみんなで歌を歌い、新入園児を歓迎し
ていました。入学おめでとう

４月６日、小学校入学式が行われ、大井小
学校では20人が入学。大澤校長先生から名前
を呼ばれた新１年生は大きな声で「はい」と
返事をしていました。在校生代表の中川奈穂
さんから「みなさんの入学を楽しみにしてい
ました。仲良くしていきましょう」と歓迎の
言葉がありました。みなさん、早く新しい生
活に慣れるようがんばってね。

12H22.５.1・15

新美保美さんは、篠島の新鮮な魚介を提供する漁師
民宿を営まれながら家族と共同で漁師体験を行ってき
たことなどが認められ、（財）都市農山漁村交流活性化
機構の第３回「農林漁家民宿おかあさん100選」に選
ばれました。
新美さんはお話の中で、「島のおいしい料理を食べ
てほしくて民宿を始めた。１日２組限定にして、お客
さんと会話を楽しみ、ゆっくり楽しんでもらっている」
と話されました。最後に「篠島のおいしい料理を提供
し、お客さんから『おいしい』と言ってもらえるのが
励みになる。島の体験や魚加工をする学校を開校した
ので、一生懸命やって、篠島をもっと知ってほしい」
と抱負を話されました。
ますます元気に、がんばってください。

新 美 保 美 さん（篠島）

乙方の春に元気な竜が踊る
豊丘乙方地区の春祭りで、乙方有志の「はるの会」

による全長約20メートルの龍みこしが登場し、元気
いっぱいの舞を披露。その後、お祭り参加者や来場
者が願い事やメーッセージを書いた風船を飛ばすな
ど、楽しいお祭りとなっていました。

まちの話題をお知らせください。　企画情報課　広報担当まで�
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No.228

森　田　博　文

13 H22.５.1・15

「ほい、クサフグが卵を産めえ来たに見れえ来
こ

んか
ね」受話器から懐かしい声、日間賀の鈴木孝三

こうぞう

さんか
らです。昨年５月20日のことです。
翌21日、私は孝三さんに無理をお願いして、日間賀

島へ押しかけました。11：50、南岸の大陽荘
たいようそう

下から呑
どん

海院
かいいん

下まで、３００ｍにわたってクサフグの大群が押
し寄せ、海の色が黒っぽく見えます。そのスケールの
大きさに私は息を呑みました。まだクサフグたちは岸
から少し離れたところにいて、産卵はまだです。
昼食、しばし待機、14：30現場に戻ってくると、も

う産卵は始まっていました。

産卵・放精
ほうせい

するクサフグ　日間賀島南岸消波
しょうは　

ブロック
クサフグたちは波が寄せると、直立消波ブロックの

わずかな平らな部分に群れて乗り上げ、パッと放精し
ます。次の瞬間、海水が白く濁り泡立ち、引く波とと
もに海の中へもどっていきます。あっという間の出来
事です。それが、ズラリと並んだ消波ブロックの平ら
な部分で同時に行われ、波と共に次々に新

あら

手
て

が来ます。
雌の産卵も同時に行われているはずですが、水面か

ら６ｍ、護岸の上からではわかりません。
観光客がこのクサフグの大群の中に釣り糸を垂れま

したが、全く釣れません。種族保存の使命に駆り立て
られ、命がけで産卵行動をするクサフグには、餌など
眼中にないからです。島の人に「引っかけ」という釣
り方を教えてもらうと面白いように釣れました。でも、
クサフグは猛毒魚、一般の方は食べてはいけません。
この日の「満ち上がり」は15：50、それより前にク

サフグたちの産卵行動は終わりました。
後日、孝三さんから「クサフグの産卵行動は、５月

20日に始まり23日に終わった。
ピークは21日だった」と、お
電話がありました。これは大
潮の４日前から１日前です。
本年でいうと５月24～27日に
当たります。この潮、または
この前後の潮にご期待を。

壮
そう

観
かん

クサフグの産卵Ⅰ
━━ 日 間 賀 島 ━━

「引っかけ」で釣った
クサフグ　日間賀島南岸

豊浜をもっと元気に
「おいなぁ市」開催
４月17日、豊浜地区の活性化を目指
す「豊浜まちづくり会」が企画した物
産市「おいなぁ市」が豊浜漁港魚市場
で開催されました。平成20年に始まり
今回で４回目。多くの人が来場し、特
別販売のコウナゴや地元産の海産物、
野菜、菓子などを買い求めたり、漁船
クルージングを楽しんだりしました。
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14H22.５.1・15

０円

知多南部衛生組合財政運営の状況を町民の皆さんにご理解していただくため、平成21年度予算の執行状
況（平成22年３月31日現在）をお知らせします。

10億� 5億� 5億� 10億�15億�15億�

分担金及�
び負担金�

使用料及�
び手数料�

繰　越　金�

循環型社会形成�
推進交付金�

県支出金�

諸　収　入�

組　合　債�

維　　　　持　�

管　理　費�

総　務　費�

公　債　費�

予　備　費�

1 1 2 3 4 52345
（千万円）� （千万円）�

議　会　費�
13億7,883万6千円�
12億8,110万円�

6,484万5千円�
5,748万円�

1,065万9千円�
1,065万9千円�

8,428万4千円�
8,428万4千円�

574万2千円�
0円�

2,126万1千円�
2,120万円�

1億6,880万円�
0円�

8億7,314万2千円�
6億9,072万円�

廃棄物処理　�

施設整備費�
2億6,222万6千円�
6,091万4千円�

5億5,007万6千円�
5億5,007万5千円�

4,846万2千円�
4,685万4千円�

30万8千円�

0円�

21万3千円�
3千円�

収入済額�

予　算　額�

支出済額�

予　算　額�

予算現額 17億3,442万7千円
収入済額 14億5,472万3千円
収 入 率 83.9％

予算現額 17億3,442万7千円
支出済額 13億4,856万6千円
支 出 率 77.8％

歳　入 歳　出
一般会計

（目的別内訳）

地方債の平成22年３月末現在高

11億4,462万円

【借入先別内訳】

財務省（100％）
11億4,462万円

○ 土　　地　　　　187 ,420㎡
○ 建　　物　　　　110 ,935㎡
○ 基　　金　　　　111 ,970円
○ 有価証券　　　　111 ,970円

知多南部衛生組合の財産

一時借入金の現在高

◆
改
定
の
理
由

廃
棄
物
処
理
へ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
は
、
ご
承
知
の
と
お
り
、
家
電

リ
サ
イ
ク
ル
法
、
容
器
包
装
リ
サ
イ

ク
ル
法
、
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
、
食

品
リ
サ
イ
ク
ル
法
等
の
法
整
備
が
な

さ
れ
ご
み
を
発
生
時
か
ら
抑
制
し
、

再
利
用
、
資
源
化
を
積
極
的
に
推
進

し
、「
資
源
循
環
型
社
会
」
へ
の
転
換

を
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
役
割
を
担
っ

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

知
多
南
部
衛
生
組
合
に
お
い
て
は

様
々
な
種
類
の
廃
棄
物
に
応
じ
て
適

正
な
処
理
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
莫
大
な
経
費
を
要
し
て
い
る
現

状
で
あ
り
ま
す
の
で
、
今
回
や
む
な

く
、
事
業
系
ご
み
処
理
手
数
料
を
改

定
さ
せ
て
い
た
だ
く
も
の
で
あ
り
ま

す
。事

業
者
の
皆
様
の
深
い
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
改
定
内
容

事
業
系
一
般
廃
棄
物

改
定
前
　
80
円
／
10
㎏

改
定
後
　
120
円
／
10
㎏

知

多

南

部

衛

生

組

合

q
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０
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２
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・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
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15 H22.５.1・15

家庭粗大ごみ収集 家庭粗大ごみ収集を、次のとおり実施します

☆燃える粗大ごみ
サイズ　　幅150㎝　長さ180㎝以下のもの
①木製家具類（たんす・机・いす等）
②たたみ・ふとん・座布団
③樹木・木材（太さ15㎝　長さ180㎝以下のもの）
④戸　等

☆燃えない粗大ごみ
サイズ　　たて180㎝　よこ140㎝　厚み100㎝以下のもの
①スチール製品
②家電製品（テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・エアコン・パソコン・ディスプレイを除く）
③自転車等

①商売等事業活動により発生したもの（事業系ごみ）
②テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・エアコン・パソコン・ディスプレイ
③農業関連機器（脱穀機等）・漁業関連機器・自動車関連機器
④バッテリー・タイヤ・バイク・消火器
⑤分別収集で回収するもの（びん・カン・陶磁器類・衣類・なべ等）
⑥家の改修・改築・取り壊しによる木材・かわら・壁土等

収集できるもの

収集できない(出してはいけない)もの

◆ ルールは必ず守ってください◆

家庭粗大ごみを早急に処理したい場合は
知多南部クリーンセンター（q62－0402）に電話のうえ、直接搬入
してください。家庭粗大ごみは、無料です。

・決められた収集時間に出してください。（前日からの排出は、絶対やめてください）

・決められた場所に出してください。（可燃ごみ集積所には、絶対出さないでください）

・家庭用以外（事業系）のごみは、絶対出さないでください。（事業者のごみ
は、直接、知多南部クリーンセンターへ搬入してください）

・不法投棄は犯罪です。むやみにごみを捨てる行為は、法律により罰せら
れることがあります。絶対しないでください。

日　　時
収集場所

収集場所位置図�

粗大ごみ収集場所�

篠島サービス�
　　センター�

日　　時
収集場所

収集場所位置図�

粗大ごみ収集場所�

日間賀島�
サービスセンター�

日 間 賀�
小 学 校 �
体 育 館 �

６月８日(火)午前7時～8時15分
篠島（サービスセンター前）

６月11日(金)午前８時～９時
日間賀島（サービスセンター横西側空地）

日　　時
収集場所

収集場所位置図�
粗大ごみ収集場所�

山海公民館�

山海漁港� 山
海
川
�

国道247号�

６月４日(金)午前７時～11時
山海（山海漁港埋立地）

実施地区

内 海 地 区豊 浜

日間賀島地区

篠 島 地 区

山 海
豊 丘
大 井 地 区
片 名
師 崎

収集時間

午前７時30分～
午前８時30分

午前７時30分～
午前８時15分

午前７時～
午前８時

分別収集日

６月１日（火）
６月15日（火）

６月９日（水）
６月23日（水）

６月１日（火）
６月15日（火）

６月３日（木）
６月17日（木）

決められた時間に各地区指定の分別収集会場
（リサイクルステーション）へお出しください。

資源ごみ・不燃ごみの分別
収集のお知らせ　 (６月)

※ふとん等の粗大ごみは、収集しませんので、絶対
出さないでください。
問い合わせ　環　境　課（内線131）

※乙方地区のみ
午前７時～

７時45分

知
多
南
部
消
防
組
合
で
は
、
次
の

要
領
で
臨
時
用
務
員
（
非
常
勤
職
員
）

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員

１
名

勤
務
内
容

庁
舎
清
掃
等
、
調
理

勤
務
場
所

知
多
南
部
消
防
組
合

勤
務
条
件

①
勤
務
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
（
７
時
間
勤
務
）

②
勤
務
日
数
　
週
２
〜
３
日
間
、
月

10
日
程
度
（
常
時
１
名
勤
務
）

③
賃
金
　
時
給
840
円
（
通
勤
手
当
は

規
定
に
よ
る)

④
雇
用
期
間
　
６
月
１
日
〜

※
詳
細
に
つ
い
て
は
総
務
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

５
月
６
日（
木
）〜
21
日（
金
）

応
募
資
格

美
浜
町
ま
た
は
南
知
多

町
在
住
で
元
気
で
明
る
い
方

提
出
書
類

自
筆
履
歴
書（
写
真
添
付
）

面
接
試
験

５
月
下
旬
予
定
（
後
日
連
絡
し
ま
す
）

申
し
込
み

知
多
南
部
消
防
組
合
総
務
課

q
６
４
‐
０
１
２
０
（
直
通
）

知
多
南
部
消
防
組
合
総
務
課

q
６
４
‐
０
１
２
０
（
直
通
）
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16H22.５.1・15

４
月
１
日
付
け
・（

）内
は
異
動
前

課
長
級

▽
総
務
課
長
（
予
防
課
長
）

山
本
　
恭
久

▽
消
防
課
長
（
総
務
課
長
）

榎
本
　
義
樹

▽
予
防
課
長
（
警
防
課
長
）

石
黒
　
有
二

課
長
補
佐
級

▽
予
防
課
課
長
補
佐
兼
予
防
危
険
物

係
長
（
警
防
課
課
長
補
佐
）

坂
口
　
尚
隆

▽
総
務
課
課
長
補
佐
兼
庶
務
係
長

（
警
防
課
課
長
補
佐
）内

田
　
　
弘

▽
消
防
課
課
長
補
佐
（
警
防
課
課
長

補
佐
）

石
黒
　
兼
人

▽
消
防
課
課
長
補
佐
（
警
防
課
救
急

通
信
第
２
係
長
）

竹
本
　
伸
二

▽
消
防
課
課
長
補
佐
（
警
防
課
警
防

救
助
第
２
係
長
）

飯
田
　
　
平

係
長
級

▽
消
防
課
通
信
第
３
係
長
（
予
防
課

予
防
危
険
係
長
）

籾
山
　
順
哉

▽
消
防
課
通
信
第
２
係
長
（
総
務
課

庶
務
係
長
）

高
瀬
　
日
呂
富

▽
消
防
課
通
信
第
１
係
長
（
警
防
課

救
急
通
信
第
１
係
長
）滝

本
　
忠
行

▽
消
防
課
救
急
第
３
係
長
（
警
防
課

救
急
通
信
第
３
係
長
）服

部
　
克
郎

▽
消
防
課
警
防
救
助
第
２
係
長
（
警

防
課
主
任
）

久
松
　
義
光

▽
消
防
課
救
急
第
２
係
長
（
警
防
課

主
任
）

磯
貝
　
恒
彦

▽
消
防
課
救
急
第
１
係
長
（
警
防
課

主
任
）

松
本
　
宗
利

▽
総
務
課
主
任
　
常
滑
市
消
防
本
部

派
遣
（
警
防
課
主
任
）酒

井
　
祐
次

▽
消
防
課
主
任
（
警
防
課
）

早
川
　
　
健

▽
消
防
課
主
任
（
警
防
課
）

中
村
　
善
行

▽
消
防
課
主
任
（
警
防
課
）

山
下
　
祐
司

▽
消
防
課
主
任
（
警
防
課
）

津
山
　
敦
安

▽
消
防
課
主
任
（
警
防
課
）

下
村
　
敏
晴

「声の広報」とは、広報の内容を朗読してテー
プに吹き込み情報提供することです。ボランティ
アグループ『声の広報　うみなり』のメンバーが、
毎月、町が発行する広報「みなみちた」を身近な
話題を織り交ぜながら心を込めてカセットテープ
に録音し、郵送でご自宅のポストへお届けしてい
ます。
眼の不自由な方、弱視の方、最近視力が急に低

下した方、ぜひ利用してみませんか？
ご近所やお知り合いの方にもご紹介ください。

『声の広報 うみなり』メンバー同時募集!!
（どなたでも可。一緒に活動しましょう！）

問い合わせ
南知多町社会福祉協議会ボランティアセンター
q６５－２６８７

日　時：６月６日（日）～７月４日（日）
毎週日曜日　全５回
午前10時～12時

場　所：武豊町おもいやりセンター
（名鉄武豊駅下車　武豊町役場敷地内）

受講料：１，０００円
定　員：３０名
対　象：手話に興味があり16才以上で初めて受講

する方

※９月（予定）から美浜・南知多町で手話奉仕員養
成講座入門編（全20回）を開催します。この講
座はお試し的な講座ですのでお気軽にご参加く
ださい。

申し込み
武豊町社会福祉協議会　q７３－３１０４

知
多
南
部
消
防
組
合

q
６
４
‐
０
１
１
９

最
近
の
火
災
事
例
を
み
る
と
、
火

災
の
煙
の
発
生
に
よ
っ
て
逃
げ
場
を

失
い
死
に
至
る
場
合
が
多
く
あ
り
ま

す
の
で
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し

ょ
う
。

●
煙
の
特
徴
を
知
る

○
熱
せ
ら
れ
る
と
勢
い
よ
く
上
昇
す

る
。

○
室
内
が
燃
え
て
い
る
と
、
酸
素
が

減
り
煙
は
ふ
え
る
。

○
燃
え
て
い
る
場
所
を
離
れ
る
に
つ

れ
て
、
空
気
に
冷
や
さ
れ
て
除
々
に

降
下
す
る
。

○
煙
の
上
昇
速
度
は
、
毎
秒
３
〜
５

メ
ー
ト
ル
、
横
方
向
へ
の
速
度
は
毎

秒
０．

３
〜
０．

８
メ
ー
ト
ル
の
速

さ
で
広
が
る
。

●
煙
が
引
き
起
こ
す
症
状

○
窒
息
　
煙
の
中
の
高
温
微
粒
子
が

肺
細
胞
を
痛
め
、
呼
吸
困
難
の
の
ち

窒
息
に
至
る
。

○
有
毒
ガ
ス
　
煙
に
含
ま
れ
て
い
る

一
酸
化
炭
素
や
塩
素
ガ
ス
を
吸
い
込

む
と
、
中
枢
神
経
が
お
か
さ
れ
る
。

○
視
界
を
さ
え
ぎ
る

煙
が
た
ち
こ

め
る
と
見
通
し
が
き
か
な
く
な
り
、

行
動
が
は
ば
ま
れ
て
逃
げ
遅
れ
る
。

●
生
と
死
を
分
け
る
煙
へ
の
対
応
策

○
顔
を
床
面
に
つ
け
て
、
煙
を
吸
い

込
ま
な
い
よ
う
に
す
る
。

○
壁
と
床
、
階
段
な
ど
の
直
角
コ
ー

ナ
ー
に
は
、
煙
の
な
い
空
間
が
わ
ず

か
に
で
き
る
。
こ
の
空
間
を
さ
が
し

て
酸
素
を
吸
う
。

○
タ
オ
ル
を
水
で
ぬ
ら
し
て
鼻
や
口

に
当
て
、
熱
い
煙
を
吸
い
込
み
に
く

く
す
る
。

知多南部消防本部予防課
q64‐0121（直通）
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17 H22.５.1・15

９：30～10：00

10：55～11：25

13：10～13：40

14：00～14：30

15：00～15：30

新規登録の犬区　　分

3 , 0 0 0円 －

2 , 7 5 0円 2 , 7 5 0円

5 5 0円 5 5 0円

6 , 3 0 0円 3 , 3 0 0円

登録手数料

注射料

注射済票交付手数料

合　　計

登録済の犬

■料金表（１頭）

平成22年度犬の登録および狂犬病予防注射を日
程表のとおり追加実施します。犬を飼っている方
は、毎年１回必ず予防注射を受けてください。な
お、都合により予防注射を受けることができない
方は、必ず最寄りの動物病院等で受けてください。

■日程

月 日 会　　　　場 時　　間

５月15日（土）

日 間 賀 島 公 民 館

篠島開発総合センター

農 協 み さ き 支 店

役 場 本 庁

内海サービスセンター

狂犬病予防注射はなぜ必要なの？
狂犬病はいまだに世界各地で、毎年３万人から

５万人の尊い命を奪っています。
日本でも昭和32年までは、狂犬病が流行してお

り、病気の犬に噛まれて亡くなった方も大勢いま
した。狂犬病は、発症してしまうと人も犬も助か
らず、100％死亡してしまう恐ろしい病気です。唯
一の予防方法は、ワクチン予防接種で、発症を未
然に防ぐことができます。毎年１回の予防注射は
犬を飼われる方、愛犬家の務めとお考えください。

犬の登録はどうしてしないといけないの？
飼い犬には、登録（一生に１回）の義務があります。
これは狂犬病の予防とともに万が一の狂犬病発

生時の対応を迅速且つ適切に行うための手段です。
また、迷い犬を保護した時など、鑑札が首輪に

付けてあれば飼い主が即座に分かります。
届出は役場の環境課、左記予防注射会場または

獣医師でも登録することができます。登録のでき
る獣医師については、環境課（内線131）までお問
い合わせください。

【費　用】
弁当代の実費は利用者負担です。
※配達代と見守り代は町が負担します。

【サービスの開始時期】
平成22年６月頃の開始を予定しています。

【利用の手続き】
①利用者は、事前に町へ申請をしていただきま
す。

※町が指定した業者の中から業者を選択します。
②町は申請に基づき内容を審査し、利用者宅へ
訪問調査をしたうえで、利用回数、指定業者
などを決定します。

③利用者は、指定業者と配食サービスの内容を
確認し配食を受けます。

※配達日、代金の支払方法、配達をやめる場合
の連絡などを確認します。

【申請書提出先】
役場保健介護課または各サービスセンター

【問い合わせ先】
南知多町役場保健介護課　高齢者介護係
q６５－０７１１　内線５４０

今年度より、ひとり暮らしなどで見守りを必要とするお年寄

りを対象に、配食サービスを始めます。

身体や生活の状況に応じ、平日週５回を限度に昼食を配達し、

併せて異状がないかどうかを確認し、万一異状を発見した場合

は、家族や救急などに連絡をとります。
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18H22.５.1・15

町では、まちの活力と魅力を高め「生活の質の
向上と豊かな暮らし」を実現するため、住民との
協働と連携をテーマとして、住民がまちづくりに
取り組む姿勢とその活動を支援するための仕組み
をつくるため、地域協議会等の組織づくりを行っ
ています。
こういった組織、体制、環境づくりを側面から
支援していただく「南知多町夢づくり委員会」委
員を募集します。
地域の皆さんといっしょに活動できる方をお待ち
しております。

◆募集人員 １人
◆応募資格
・町内在住で満20歳以上の方
・まちづくりに関心と熱意があり、町の方針に
賛同し、広い視野に立って建設的な意見や提
案をいただける方
・夢づくり委員会の会議出席および地域活動の
できる方
・町議会議員、町職員以外の方
◆委員の任期
２年（今回の委員の任期に
関しては、平成24年３月31
日までとします。）

◆応募方法
・所定の申込書に必要事項をご記入のうえ、持
参、郵送またはメールで役場企画情報課にお
申し込みください。

・用紙は、役場企画情報課および各サービスセ
ンターにあります。また、町のホームページ
にも掲載してありますので、ダウンロードし
てご利用ください。

◆応募期間
・平成22年５月31日（月）まで　※郵送の場合は
５月31日必着のこと

◆選考基準
・町職員による選考委員会において「申込書」
の記載内容を総合的に判断して選考します。

・選考結果は、選考後速やかに応募者全員にお
知らせします。

◆問い合わせ・応募先
・南知多町役場企画情報課まちづくり推進係　　
〒470-3495 南知多町豊浜字貝ケ坪18
q６５－０７１１（内線 3 3 1）
Email：kikaku@town.minamichita.lg.jp

◆その他
・活動内容につきましては、地域協議会設立準
備活動の支援および夢づくり委員会の会議へ
の出席を予定しています。

・夢づくり委員会委員に対する報酬はありませ
ん。

中 学 １ 年 生 相 当 の 年 齢 高 校 ３ 年 生 相 当 の 年 齢対象年齢
実施年度

平成４年４月２日～平成５年４月１日生

平成５年４月２日～平成６年４月１日生

平成６年４月２日～平成７年４月１日生

平成22年度 平成９年４月２日～平成10年４月１日生

平成23年度 平成10年４月２日～平成11年４月１日生

平成24年度 平成11年４月２日～平成12年４月１日生

●実施年度と対象者一覧

※次のいずれかにあてはまる方は接種する必要はありません。
①麻しん、風しん両方にかかった方（診断が確実であること）
②麻しん、風しん両方の予防接種が２回ずつ済んでいる方
※対象の方（中学１年生相当の方）へは個別に通知をします。
保護者の同伴が必要です。
※高校３年生相当の年齢の方で４月に接種できなかった方は、
この日程をご利用ください。
※風しん対策もあわせて行うために「麻しん風しん混合ワクチ
ン」を使用します。

●麻しん風しん混合予防接種日程
（麻しん風しん混合ワクチンは生ワクチンです。
接種後の他の予防接種は27日以上あけてご予定
ください。）

月　　日 対　　象 受付時間・場所

７月28日（水）中学1年生相当
（全員）

高校3年生相当
（未接種の方）

午後1時30分～
２時

保健センター

８月９日（月）

８月10日（火）

８月25日（水）

問い合わせ　保健センターq65－0711（内線513）
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No.267

情報　保健センター q 65-0711

南知多町の歯科保健の現状　２

南知多町国民健康保険の歯科診療情報からわかること…

めざそう８０２０（80歳で20本の歯を維持しましょう）

歯科の医療費が高い南知多町の大人世代
治療にかかる日数も多い？

下のグラフは南知多町国民健康保険の歯科
の診療報酬明細書（レセプト）分析結果（平
成21年５月分・30歳～74歳）をもとに作りま
した。

その結果、南知多町は１件あたりの診療費
が高く、治療にかかる日数も多いことがわか
りました。
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●平成22年２月生まれの子
●平成22年１月生まれの未実施者

ＢＣＧ接種
対象者

■日程

６月２日（水） 保健センター

月 日 場　　所受　付　時　間

午後1時30分～１時50分

※ＢＣＧ接種は、生後６か月に達するまでに済ませまし
ょう。（生後６か月を過ぎると公費による接種はできませ
んのでご了承ください。）

●１期初回 平成21年９月～平成21年11月生まれの子
●１期追加 １期初回終了後おおむね１年を経過した子
●７歳半未満の未実施者

百日せき・ジフテリア・破傷風混合予防接種

■日程

対象者

６月８日（火）

保健センター

月 日 場　　所受　付　時　間

午後１時30分～２時

６月24日（木）

乳 幼 児 の 健 康 診 査（６月）

健　　診

６月18日（金）
午後１時～１時30分

平成22年２月生まれ３か月児健康診査

対　　象 月日・受付時間

■日程

保健センター

※６月の３歳児健康診査は、７月に合わせて実施します。

６月25日（金）
午後１時～１時30分

平成20年12月生まれ
１ 歳 ６ か 月 児
健 康 診 査

保健センター

場　　所

このまちで 夢と元気と生きがいづくり「けんこう南知多プラン」推進中!

●平成21年１月～平成21年６月生まれの子
●７歳半未満の未実施者

ポリオ予防接種

■日程

対象者

６月14日（月）

保健センター

月 日 場　　所受　付　時　間

午後１時30分～２時

６月23日（水）

フッ素塗布のお知らせ
２歳・２歳６か月のお子さんを対象にフッ素塗布
を行います。

日　時 ６月３日（木） 午前９時～11時
場　所 保健センター
対　象 平成20年５月・６月生まれ、平成19年11月・

12月生まれの幼児（対象のお子さんには個
人通知します）

内　容 フッ素塗布、歯科健診、ブラッシング指導
持ち物 母子健康手帳、歯ブラシ、タオル、コップ
※当日来られない方は、保健センターまで連絡して
ください。

「あかちゃんりんご教室」に参加しませんか

健康な歯は
かわいいわが子への

最高のプレゼント!!

虫歯は感染症です。保護者の方が虫歯をもってい
ると、子どもも虫歯になりやすくなります。そこで、
保護者の方に対して歯科健診を行います。歯は健康
のもと。真っ白い真珠のような歯が生え始めた時期
からの注意がとても大切です。ぜひ親子そろって参
加してください。

日　　時 ６月４日（金）
受付時間 午後１時～１時15分
対　　象 平成21年６月～８月生まれの乳児とその

保護者（対象のお子さんには個人通知し
ます）

内　　容 歯科健診（保護者のみ）、歯のみがき方指
導

場　　所 保健センター
※当日来られない方は、保健セン
ターまで連絡してください。
※保護者の方の歯科健診の間は、
ボランティアによる託児を行っ
ています。
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健診月日 受付時間 場　　　所
結果返却日

（知って得する！
若返り大作戦）

７月７日(水)
町公民館内海分館

町公民館内海分館６月１日(火)
９：30～11：00
13：00～15：30

６月２日(水) ９：30～11：00

６月11日(金) ７月21日(水)

JAみさき支店

大井公民館

Ｊ Ａ み さ き 支 店９：30～11：00

６月14日(月) 大 井 公 民 館
９：30～11：00
13：00～14：30

６月15日(火)

７月９日(金)
山海公民館

山 海 公 民 館

９：30～11：00
13：30～14：30

６月19日(土)

７月27日(火)
師崎公民館

師 崎 公 民 館

９：30～11：00

６月21日(月) 16：00～19：30

６月22日(火)

７月30日(金)

７月31日(土)

保健センター

保 健 セ ン タ ー

９：30～11：00

右の日程で特定健診を行います。
詳しくは、４月に全戸配付しまし
た「南知多町が実施する健康診査
について」をご覧ください。対象
となる方には、個人通知します。

〈対象者〉
南知多町国民健康保険加入者（昭
和20年４月１日～昭和46年３月31
日生まれ）

〈健診項目〉
問診・診察・身体計測（身長・体
重・腹囲）・血圧測定・血液検査・
尿検査（医師が必要と判断した場
合……心電図検査・眼底検査・貧
血検査）
◎希望者は胸部レントゲン検査を
同時に受けることができます

＊当日ご持参ください…受診票・
南知多町国民健康保険証

問い合わせ　
保健介護課
（内線513）

●日　程 ※地区に関係なく都合のいい会場にお越しください。

★南知多町国民健康保険以外の方へ

特定健診については、医療保険者または勤務先にお問い合わ
せください。
胸部レントゲン検査のみ特定健診実施日に受けることができ

ます。直接会場にお出かけください（個人通知はしません）。

南知多町国民健康保険加入者の方へ

＊篠島・日間賀島は９月に実施します

cc

ccccccccccccccc

健康なんでも相談
血圧測定や健診の結果についての説明、子どもの
相談など、あかちゃんから大人までの健康に関する
相談日です。
お気軽にご利用ください。
日　時 ５月18日（火）

午前９時30分～10時30分
場　所 保健センター

マタニティセミナー (前期)
日　時 ５月13日（木）午前10時～12時
会　場 保健センター
内　容 妊娠中の生活、あかちゃんの育児（実技）、

おかあさんの歯・あかちゃんの歯、マタニ
ティビクス

持ち物 母子健康手帳、動きやすい服装
◎事前に保健センターまで予約をしてください。

休日急病当番医

●受付時間　午前９時～正午

●急病以外の診療、往診は
できません。

●都合により変更になる
場合もあります。

５・６月の
当 番 日 当　　　番　　　医 診療科目 電話番号
５月２日(日)

３日(月)
４日(火)
５日(水)
９日(日)
16日(日)
23日(日)
30日(日)

６月６日(日)
13日(日)
20日(日)
27日(日)

岩田医院（内海） 内科・小児科 62 -014 3
（医）浜田整形外科・内科クリニック（古布） 整形外科・内科 82 -551 1
知多厚生病院（担当医：白井医院） 内科 82 -039 5
（医）共生会 南知多病院（豊丘） 内科 65 -111 1
大岩医院（内海） 内科 62 -013 8
知多厚生病院（担当医：辻医院） 内科・小児科 82 -039 5
知多厚生病院（担当医：上床医院） 内科・小児科 82 -039 5
（医）浜田整形外科・内科クリニック（古布） 整形外科・内科 82 -551 1
（医）大岩医院（豊浜） 内科・小児科 65 -018 4
知多厚生病院（担当医：榊原医院） 内科・小児科 82 -039 5
岩田医院（内海） 内科・小児科 62 -014 3
（医）浜田整形外科・内科クリニック（古布） 整形外科・内科 82 -551 1

情報　保健センター q 65-0711
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〈
豊
浜
〉

日
時

６
月
８
日（
火
）

午
後
２
時
〜
４
時

会
場

町
公
民
館

相
談
員

民
生
委
員
・
行
政
相
談

員
・
弁
護
士

〈
内
海
〉

日
時

６
月
22
日（
火
）

午
後
２
時
〜
４
時

会
場

町
公
民
館
内
海
分
館
（
内
海

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
内
）

相
談
員

人
権
擁
護
委
員
・
行
政
相

談
員

相
談
時
間

１
人
30
分
ま
で

※
予
約
制
で
す
の
で
必
ず
事
前
に
予
約

し
て
く
だ
さ
い
（
先
着
４
名
様
ま
で
）。

前
日
、
午
後
５
時
ま
で
に
予
約
が

な
い
場
合
は
、
開
設
し
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
弁
護
士
の
み
に
相
談
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
時
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ

南
知
多
町
社
会
福
祉
協
議
会

q
６
５
‐
２
６
８
７

知
多
南
部
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ

め
じ
ろ
う
・
わ
っ
ぱ
る
で
は
、
障
が

い
の
あ
る
方
や
ご
家
族
の
方
の
地
域

生
活
に
関
す
る
様
々
な
問
題
解
決
の

お
手
伝
い
を
す
る
巡
回
相
談
を
行
い

ま
す
。

生
活
で
お
困
り
の
こ
と
や
、
不
安

に
感
じ
て
い
る
こ
と
、
ど
こ
に
相
談

し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？
障
が
い
の
種
別
や

問
題
の
大
き
さ
に
関
わ
り
な
く
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
じ
っ
く
り
お
話
を

う
か
が
う
中
で
、
あ
な
た
ら
し
く
地

域
で
暮
ら
し
て
い
け
る
た
め
の
手
立

て
を
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

相
談
は
無
料
で
す
。
ま
た
秘
密
は
必

ず
守
り
ま
す
。

日
時
　
５
月
11
日（
火
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

会
場

役
場
１
階
第
一
会
議
室

※
巡
回
相
談
日
に
ご
都
合
の
つ
か
な

い
方
は
、
個
別
の
相
談
も
可
能
で
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

内
容

障
が
い
の
あ
る
本
人
、
家
族
、

関
係
者
か
ら
の
相
談

予
約

事
前
に
お
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

南
知
多
町
以
外
で
も
実
施
し
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
ま
た
は
役
場
福
祉
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ

知
多
南
部
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

ゆ
め
じ
ろ
う
　
q
７
２
‐
６
４
６
４

メ
ー
ル:soudan@

dune.ocn.ne.jp

わ
っ
ぱ
る
　
q
７
３
‐
３
２
０
１

メ
ー
ル:soudan-co@

w
appa-no-

kai.jp

（
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

５
月
よ
り
来
年
３
月
ま
で
の
毎
月

第
３
水
曜
日
に
年
金
相
談
を
開
設
し

ま
す
。
相
談
は
社
会
保
険
労
務
士
が

対
応
し
ま
す
の
で
、
是
非
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

日
時

５
月
か
ら
来
年
の
３
月
の
第
３
水
曜

日
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
（
昼
の

１
時
間
は
お
休
み
）

場
所

役
場
第
一
会
議
室

（
場
所
は
変
更
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。）

※
当
日
は
社
会
保
険
労
務
士
１
人
の

た
め
、
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

５
月
31
日（
月
）は
、
自
動
車
税
の

納
期
限
で
す
。

４
月
１
日
現
在
、
自
動
車
を
お
持

ち
の
方
に
、
５
月
上
旬
に
県
か
ら
納

税
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、

お
近
く
の
県
税
事
務
所
、
金
融
機
関

や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
で
納

め
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
名
義
変
更
・
廃
車
な
ど
の

手
続
を
他
の
人
に
依
頼
し
た
自
動
車

に
つ
い
て
、
納
税
通
知
書
が
届
い
た

場
合
は
、
そ
れ
ら
の
手
続
が
３
月
末

日
ま
で
に
行
わ
れ
て
い
な
い
可
能
性

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ

い
。ま

た
、
転
居
な
ど
に
よ
り
納
税
通

知
書
が
届
か
な
い
と
き
は
、
管
轄
の

県
税
事
務
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
先

愛
知
県
知
多
県
税
事
務
所

課
税
第
二
課
自
動
車
税
グ
ル
ー
プ

q
２
１
‐
８
１
１
１
（
代
表
）

身
体
に
障
が
い
の
あ
る
方
、
ま
た

は
精
神
障
が
い
の
方
が
所
有
す
る
軽

自
動
車
に
つ
い
て
、
本
人
ま
た
は
介

護
者
な
ど
が
運
転
す
る
場
合
、
定
め

ら
れ
た
基
準
に
あ
て
は
ま
る
等
級
・

程
度
、
使
用
目
的
な
ど
に
よ
り
、
軽

自
動
車
税
が
減
免
に
な
り
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

・
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
ま

た
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

・
運
転
免
許
証

・
車
検
証

・
印
鑑

・
納
税
通
知
書

※
運
転
者
が
同
一
世
帯
以
外
の
場
合

は
、
定
め
ら
れ
た
証
明
書
が
必
要

で
す
。

減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の

は
、
自
動
車
税
お
よ
び
軽
自
動
車
税

を
通
じ
て
１
台
の
み
で
す
。

申
請
期
限

５
月
24
日（
月
）

問
い
合
わ
せ

税
務
課
住
民
税
係

町
政
に
関
す
る
ご
意
見
お
問
い
合
わ
せ
は
役
場
へ

q

６

５

‐

０

７

１

１
（
代
表
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
６

５

‐

０

６

９

４

メ
ー
ル

m
in
am
ich
ita@

to
w
n
.m
in
am
ich
ita.lg

.jp

障
が
い
の
あ
る
方
や
ご
家
族

の
巡
回
相
談
の
ご
案
内

福
祉
課

(

内
線
１
２
２)

心
配
ご
と
相
談

(

豊
浜
・
内
海)

町
社
会
福
祉
協
議
会

q
６
５
‐
２
６
８
７

軽
自
動
車
税
の

減
免
申
請
に
つ
い
て

税
務
課

(

内
線
１
４
６)

社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る

年
金
相
談

住
民
課

(

内
線
１
１
８)

県
税
だ
よ
り

知
多
県
税
事
務
所

q
２
１
‐
８
１
１
１

自
動
車
税
の

納
税
を
お
忘
れ
な
く
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次
の
と
お
り
内
海
・
城
下
住
宅
の

入
居
者
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

場
所

内
海
字
城
下
63
‐
１

城
下
住
宅
Ａ
棟
２
号
・
Ｃ
棟
201
号

規
格

１
Ｄ
Ｋ

Ａ
棟
　
29
・
８
㎡
・

Ｃ
棟
　
39
・
８
㎡

家
賃

Ａ
棟
　
月
額
８，
９
０
０
円
〜

１
９，
５
０
０
円

Ｃ
棟
　
月
額
１
４，
５
０
０
円
〜

３
１，
９
０
０
円

（
所
得
月
額
に
よ
り
決
定
）

共
益
費

Ａ
棟

１，
４
０
０
円

Ｃ
棟
　
２，
０
０
０
円

敷
　
金

家
賃
の
３
か
月
分

申
込
資
格
（
概
略
）

(1)
町
内
に
居
住
し
、
ま
た
は
勤
務
場

所
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

(2)
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ

う
と
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と
。

(3)
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
な
こ
と
。

(4)
収
入
基
準
（
所
得
月
額
）
に
適
合

し
て
い
る
こ
と
。

(5)
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と
。

所
得
月
額

(1)
20
万
円
以
下
（
一
般
の
世
帯
）

(2)
26
万
８
千
円
以
下
（
老
人
、
身
体

障
害
者
等
）

申
込
期
間

５
月
６
日（
木
）〜
５
月
20
日（
木
）

申
込
方
法

次
の
書
類
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

(1)
町
営
住
宅
入
居
申
込
書

(2)
住
民
票
の
写
し

(3)
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
を
証

す
る
書
類

(4)
申
込
者
と
家
族
全
員
の
収
入
を
証

明
す
る
書
類

(5)
そ
の
他
必
要
と
認
め
る
書
類

選
考
方
法

申
込
者
の
資
格
を
審
査

の
う
え
、
住
宅
困
窮
度
の
高
い
世
帯

か
ら
入
居
決
定
し
、
順
位
の
定
め
難

い
場
合
に
は
公
開
抽
選
を
行
い
、
当

選
さ
れ
た
方
に
は
入
居
決
定
通
知
書

を
交
付
し
ま
す
。

入
居
時
期

６
月
１
日（
月
）

入
居
決
定
者
の
方
は
、
連
帯
保
証

人
２
人
が
必
要
で
す
。

※
町
営
住
宅
募
集
案
内
書
（
入
居
申

込
書
）
は
、
建
設
課
ま
た
は
各
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。
詳
し

い
応
募
方
法
に
つ
い
て
は
、
建
設
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

成
年
後
見
制
度
の
普
及
、
啓
発
の

た
め
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
の
で
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

６
月
18
日
〜
７
月
30
日
　
毎
週
金
曜

日
の
全
６
回

※
た
だ
し
、
７
月
２
日
を
除
く
。

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

場
所

阿
久
比
町
立
中
央
公
民
館
本
館
　
大

会
議
室
301

定
員

40
名
（
先
着
順
）

受
講
料

１，

０
０
０
円
（
資
料
代
）

内
容
　
※
変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す

１
日
目
　
成
年
後
見
概
論

２
日
目
　
高
齢
者
・
障
害
者
の
権
利

侵
害
の
状
況

３
日
目
　
法
定
後
見
の
申
し
立
て
手

続
き

４
日
目
　
財
産
管
理
と
身
上
監
護
Ⅰ

５
日
目
　
財
産
管
理
と
身
上
監
護
Ⅱ

６
日
目
　
後
見
人
の
実
務

講
師

弁
護
士
、
司
法
書
士
等

申
し
込
み

５
月
10
日（
月
）よ
り
電
話
で
知
多
地

域
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
　
半
田
後
見

事
務
所
へ
　
q
２
１
‐
０
８
１
１

介
護
、
福
祉
に
関
心
を
お
持
ち
の

方
を
対
象
に
、
家
庭
に
お
け
る
介
護

の
知
識
と
技
術
を
身
に
つ
け
て
い
た

だ
く
内
容
で
、
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。

期
日

６
月
２
日（
水
）

日
程

午
前
10
時
〜
正
午
（
講
義
）

家
庭
内
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
〜
高
齢

者
の
安
全
を
守
る
家
庭
内
の
環
境
整

備
〜

午
後
１
時
〜
３
時
（
講
義
）

食
事
時
の
窒
息
・
誤
嚥
を
防
ぐ
た
め

に※
午
前
の
み
、
ま
た
は
午
後
の
み
の

参
加
も
で
き
ま
す
。

受
講
料

無
料
。
※
午
前
と
午
後
の

両
方
参
加
さ
れ
る
方
は
、
昼
食
は
各

自
で
ご
用
意
願
い
ま
す
。（
弁
当
希

望
の
方
は
事
前
に
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。）

会
場

南
知
多
町
保
健
セ
ン
タ
ー

２
階
　
講
義
室

募
集
定
員

40
人

主
催

愛
知
県
市
町
村
振
興
協
会
、

南
知
多
町

協
力

南
知
多
町
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

５
月
26
日（
水
）ま
で
に
保
健
介
護
課

（
q
６
５
‐
０
７
１
１
内
線
５
４
０
）

ま
た
は
、
南
知
多
町
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
（
q
６
４
‐
３
２
６
５
直

通
）
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

知
多
半
島
５
市
５
町
の
商
工
会
・

商
工
会
議
所
と
の
共
催
で
「
起
業
家

支
援
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

独
立
開
業
を
お
考
え
の
あ
な
た
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時

６
月
20
日（
日
）午
前
９
時
30

分
〜
午
後
４
時
30
分

会
場

半
田
商
工
会
議
所

内
容

起
業
の
心
構
え
と
基
礎
知
識
、

開
業
資
金
・
融
資
制
度
、
創
業
者
に

よ
る
事
例
発
表
等

講
師

㈱
ト
ラ
イ
フ
ィ
ッ
ト
代
表
取

締
役
　
渡
辺
好
唯
氏
ほ
か

対
象
者

開
業
を
目
指
す
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
、
Ｏ
Ｌ
、
主
婦
、
学
生
等

受
講
料

１，

０
０
０
円

定
員

50
人
（
20
人
に
満
た
な
い
と

き
は
実
施
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

申
込
先
（
案
内
チ
ラ
シ
請
求
先
）

●
半
田
商
工
会
議
所
　

半
田
市
銀
座
本
町
１
‐
１
‐
１

q
２
１
‐
０
３
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
３
‐
４
１
８
１

●
豊
浜
商
工
会
q
６
５
‐
０
０
０
４

●
内
海
商
工
会
q
６
２
‐
０
４
０
３

●
師
崎
商
工
会
q
６
３
‐
０
３
４
９

締
め
切
り

６
月
10
日（
木
）

主
催

知
多
半
島
５
市
５
町
の
商
工

会
議
所
お
よ
び
商
工
会

後
援

知
多
半
島
５
市
５
町（
予
定
）、

大
府
中
小
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー

「
家
庭
介
護
の
た
め
の
ハ
ー
ト
フ
ル

ケ
ア
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
す

保
健
介
護
課

(
内
線
５
４
０)

成
年
後
見
サ
ポ
ー
タ
ー

研
修
講
座

保
健
介
護
課

(

内
線
５
４
０)

―
夢
に
挑
戦
・
め
ざ
せ
起
業
家
―

起
業
家
支
援
セ
ミ
ナ
ー

受
講
者
募
集

商
工
観
光
課

(

内
線
２
４
２)

町
営
住
宅
の
入
居
者
を

募
集
し
ま
す

建
設
課

(

内
線
２
３
４)
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再生紙を使用しています 町のホームページ http://www.town.minamichita.lg.jp/

5
.１
・
1
5

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

平
成
2
2
年
　
№
８
０
６

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

豊 浜
師 崎
篠 島
日間賀島

計

男 女 計 世帯数
内 海

区分
地区

人口と世帯数(住民基本台帳) 平成22年３月末現在

( )内は対前月比

2 ,800 人 2,953 人 5 ,753 人 2 ,045世帯

2 ,817 人 3,048 人 5 ,865 人 2 ,005世帯

2 ,492 人 2,600 人 5 ,092 人 1 ,760世帯

930 人 948 人 1 ,878 人 603世帯

1 ,073 人 1,128 人 2 ,201 人 640世帯

10 ,112 人
（－39）

10,677 人
（－12）

20 ,789 人
（－51）

7 ,053世帯
（－4）

町内の火災・救急・交通事故(22年３月)

▲
　
▲
　
　
▲
▲
▲

火災・救急
火災件数 0件 ( 4件)〈 ±0件〉
うち建物 0件 ( 2件)〈 ±0件〉
救急件数 78件 ( 203件)〈 ＋2件〉
うち急病 46件 ( 134件)〈 －10件〉
交通事故
件　　数 8件 ( 19件)〈 ＋10件〉
死　　者 0名 ( 0名)〈 －1名〉
重軽傷者 10名 ( 23名)〈 ＋13名〉

※( )内は今年の累計
〈 〉内は前年同期との比較

町税の休日収納窓口を開設します
開　設　日　５月９日　日曜日

開 設 時 間　午前９時～正午

開 設 場 所　役場本庁１階　税務課窓口

問い合わせ　税務課徴収係
q65－0711 内線143・144

５ 月 の 納 税
◆軽 自 動 車 税………全　期　分

◆納　 期 限………５月31日(月)
口座振替制度ご利用の方は、指定された金融機関の口座から
引き落としいたしますので預金残高の確認をお願いします。

「この社会あなたの税がいきている」

土1
9:30～11:00介護予防健診 (大井公民館) 13:00～14:30月17日2

健康なんでも相談 (保健センター) 9:30～10:30
火18憲法記念日月3

9:30～11:00介護予防健診 (師崎公民館) 13:30～14:30
年金相談 (役場) 10:00～16:00水19みどりの日火4

木20こどもの日水5
家庭粗大ごみ収集・内海 (町民会館駐車場) 7:00～11:00

介護予防健診 (豊丘むくろじ会館) 9:30～11:00金21木6
介護予防健診 (保健センター) 9:30～11:00

土22金7

日23第30回クレマチス展 (山海公民館) 9:30～16:00
土8

9:30～11:00介護予防健診 (保健センター) 13:00～14:30月24
町税休日収納窓口 (役場税務課) 9:00～12:00

第30回クレマチス展 (山海公民館) 9:30～15:00

白砂まつり (町民会館) 10:00～16:00日9
介護予防健診 (保健センター) 9:30～11:00

心配ごと相談・師崎 (師崎公民館) 14:00～16:00火259:30～11:00介護予防健診 (町公民館内海分館) 13:30～15:30月10
10:00～11:15介護予防健診 (篠島SC) 13:30～14:30水26

家庭粗大ごみ収集・篠島 (篠島SC前) 7:00～08:15

介護予防健診 (町公民館内海分館) 9:30～11:00 13:30～15:30

心配ごと相談・内海 (町公民館内海分館) 14:00～16:00

障がい者巡回相談 (役場) 13:30～16:00
火11

成年後見巡回相談 (役場) 13:30～16:30
木279:30～11:00介護予防健診 (山海公民館) 13:30～14:30水12
金28

木13
土29家庭粗大ごみ収集・日間賀島 (日間賀島SC横) 8:00～09:00

介護予防健診 (JAみさき支店) 9:30～11:00金14
日30犬の登録および狂犬病予防注射（追加分）

（17ページ参照）土15
10:15～11:30介護予防健診 (日間賀小体育館) 13:30～14:30月31

第27回芸能祭 (町総合体育館) 10:00～14:30
日16

篠島SC：篠島サービスセンター、日間賀島SC：日間賀島サービスセンター

行楽シーズンも
交通安全に
気をつけて！
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